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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・朱夏が清掃の際に1階の浴室の鍵が故障し開錠できず。現在、部品発注中のため、南京錠で施錠しています。鍵は3個あり、確認物と一緒に保管しています。

・黒澤　キミ様～本日11時に自宅へ退院となっています。

・14時に東病棟Cユニットより橋本　定様が、南病棟Bユニット104号室に転入となっています。

・和田　すゑ様～ミヤBMが７日分処方となっています。

・吹越　勇一様～インスリンが7月7日まで継続の指示出ています。
・福田　りわ様～臨時薬のレボトミンが増薬となり、７日分処方となっています。

・退院支援の介護保険の欄ですが、介護申請しているのかわからないので、更新中（Ｈ28.6.30調査済）などと記入するようにお願いします。

・日常生活訓練のＢユニット入力はＢユニット担当者が入力するようにお願いします。

・ベッドに常時ギャッチアップと記入されているのがありますが、南山苑からレンタルしているベッドに貼ってあるとのことなので、特に指示ではないので、ギャッチアップしておかなくても良いです。

・医療機器や医療廃棄物などの点検表の入力は日勤者が行うようにしましょう。

・経管栄養者の注入器が汚れているため、2週間に1回の交換時、忘れずに交換してください。

· 現在、病衣の長いガウンは使用していませんが、今後、経管栄養の患者様（離床出来ない患者様）に使用していきます。対象患者様は原子内　和博様、和田　すゑ様、岩舘　邦子様です。明日の入浴後よりガウンを使用するようにして下さい。

· 夏井　哲子様、和田　すゑ様、原子内　和博様、西田　サイ子様は、よく汗をかくので担当スタッフは御家族様へ連絡しタオルケットを依頼して下さい。

· LTの紙オムツ使用枚数を把握する為、明日から1週間、用意した記入用紙へ各サイズ毎に使用枚数を正の字で記入して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・和田　すゑ様～バイタル異常なく103号室へ戻られ、褥瘡部の尿汚染があるため、本日よりじゃばらにて対応しています。

・清川　恵様～トイレへ行かれる回数が多い為、注意して観察していきましょう。

・原子内　和博様～右のくるぶしの褥瘡治癒しています。左ソ頸部に表皮剥離あり、アズノール＋ラップで保護しています。

・鳥谷部　洋次様～本日、昼食時にむせこみあり。食事摂取時、注意して観察していきましょう。

・大里　光子様～本人より、おかずをきざんでほしいと要望あり、明朝より粗キザミへ変更となっています。

・百澤　豊子様～本日は易怒性なく落ち着いて過ごされています。引き続き、様子観察していきましょう。

・高橋　礼子様～落ち着きなく歩く様子みられている。排尿ありませんが水分摂取出来ています。引き続き、排尿確認していきましょう。

・坂本　俊明様～食事は自力で全量摂取出来ています。時折「帰りますから」と話されることあるが、切迫した様子なく臥床して過ごされています。引き続き、状態観察していきましょう。

・福田　りわ様～午前中はぐったりされていたが、昼食後より大声で叫ぶ行為みられています。引き続き、状態観察していきましょう。

・田中　ナミ様～活気無く、朝食エプリッチのみ摂取、昼食エプリッチ2口のみの摂取となっており、点滴2日分施行となっています。

・鈴木　さかえ様～排泄時に腰の痛み訴えることあり。経過観察していきましょう。

・清水　弘様～右手の腫脹、熱感、疼痛あり湿布貼っています。引き続き、経過観察していきましょう。主治医へ報告し、明朝採血指示、ロキソプロフェン、レバミピド5日分処方となっています。

・夏井　哲子様～尿混濁あり、尿臭強く、茶食の尿が出ている為、主治医へ報告し、検尿実施。夕より白湯100ｍｌずつ増量、レボフロキサシン5日分処方となっています。

・中村　清枝様～入浴時、両脇、胸部、腹部、両大腿部にかけて発赤疹あり、主治医へ報告。オイラックス塗布の指示あり、次回火曜日に皮膚科診察の指示でています。

・大里　光子様～臨時薬同内容にて5日分処方。

＜伊藤Dr診察＞

・七崎　武夫様～臨時薬一部変更となり7日分処方。

・其田　淑子様～下肢の浮腫が増強していると本人様話され、お茶を飲んでからとのこと。主治医よりそれほど増強しているわけではないし、体重増加もないため、お茶を飲むか、飲まないかは本人様に任せますと説明している。

・山下　ヨシ様～臨時薬同内容にて6日分処方、以後定期となります。

・野月平　チエ様～臨時薬ドネペジル増薬となり、7日分処方。

・清川　恵様～臨時薬ロナセンが中止となり、6日分処方。

＜業務改善＞

· 今後、処置患者様の軟膏は個人ごとに分けるよう担当で整理していきます。

＜転入患者様情報＞

患者様氏名：橋本　定様

生年月日：昭和7年3月26日　81歳

性別：女性

主病名：脳血管障害を伴うアルツハイマー型認知症

身体合併症；高血圧症、慢性胃炎、頭部打撲

入院形態：医療保護入院

担当主治医：深澤Dr

入院年月日；平成28(2016)年　6月　8日（当院1回目）

 　H22年頃より認知機能の低下が認められるようになり、介護保険を申請し、デイサービ

スとヘルパーの利用を開始するがH26年12月頃に利用を中断。H27年春頃より記銘力障害
等が進行し、高松病院を受診。認知症治療薬が処方となったが服薬管理が困難で、数回の
受診で中断。H27年秋頃より認知機能の低下が進行し、ガスの消し忘れ、更衣・入浴や家
事・金銭管理が困難な状態となり、夫の介護負担が増大していることから 、H28.2.4当院
を初診。以後、当院への通院を継続するが、気分高揚や多弁が目立っていた。H28.6.7夫
と口論になり、夫に物を投げつけられ眼瞼を裂傷。気分高揚、多弁、攻撃的等の症状が強
く、服薬管理も出来ていないことから家族対応が困難となりH28.6.9当院1回目の入院。

入院への理解に乏しく、失見当識・同内容の質問を繰り返している。帰宅要求があるが、攻撃的にならずにいる。ＡＤＬは自立し、歩行も安定している。夜間の睡眠も問題なし。現在も帰宅願望があり、「風呂で着替えた衣類がなくなった。だから帰る」など毎日繰り返しているが、切迫した様子はなく、繰り返し説明し、粗暴的にならずにいる。

・退院後について、家族は施設入所、もしくは自宅退院しデイサービスやショートステイ
を組み合わせて利用することを希望している。
ＬＴ：Ｃ

担当：新田ＮＳ：宮川ＣＷ
